














などで舞踊家としての実績を積んだ。1918 年には、渡米した山田耕筰（1886 –1965）および小森 
敏（1887 –1951）とともに、ニューヨークで協働的舞踊創作活動を行った。実は、山田耕筰自身、
ベルリンから帰国した直後の 1914 年頃にダルクローズのユーリズミックに傾倒し、1915 年には帝
国劇場歌劇部の 1 期生を辞した石井漠（1886 –1962）1 とともに「舞踊詩」という名を掲げ新舞踊の
創作活動に取り組んだ経験を持っていた。また小森敏は、帝国劇場歌劇部時代にバレエを学び、西




モダンダンス開拓者の一人として著名であったことから、Helen Caldwell 氏、Mary-Jean Cowell 氏、


















を目的とする。具体的には、千田是也コレクション伊藤道郎関連資料を補足すべく、1985 年 4 月












千田是也によれば、東京音楽学校の受験を志し 1912 年から同校の三浦環（当時、柴田環 1884 –
1946）に声楽を学び、同じく嘱託講師であった作曲家のハインリッヒ・ヴェルクマイスター（Heinrich 
Werkmeister 1883 –1936）にも師事していた 6。1911年 7月、三浦環の帝国劇場歌劇部への移籍後、同
劇場洋楽部で教鞭をとっていたヴェルクマイスターが作曲し三浦環も出演した歌劇『釈迦』（1912 年 
6 月上演）で、伊藤道郎は合唱団の一員として初舞台を踏んだ 7。1912 年には、村田実、岸田辰弥
等と新劇団「とりで社」を結成し、同年 10 月に第 1 回試演会を計画し、準備に協力している 8。そ






環の紹介により当時帝国劇場歌劇部 1 期生であった石井漠、小森敏とともに、日本舞踊家の若柳 
吉登代（1877 –1954）のもとに稽古に通っていた。その影響もあってか、欧米における伊藤道郎の
初期の舞踊創作には、日本舞踊をはじめ能、歌舞伎、詩吟、剣舞などの伝統芸能の要素を題材とし
た複数の舞踊作品がある。さらにウィリアム・バトラー・イェイツ（William Butler Yeats 1865 –1939）









見てみたい。1918 年 4 月 6 日にニューヨークのネイバーフッド・プレイハウス（The Neighborhood 
Playhouse）で上演された『Modern and Classic Japanese Pantomimes and Dances』の公演プログ 
ラム（図１、２）には、日本を題材とした複数の演目名が確認できる。まず第 1 部では、「ODORI
（踊）」「SAKURA-SAKURA（さくらさくら）」（図 3、4）「SWORD DANCE（剣の舞）」「GENROKU 
HANAMI ODORI（元禄花見踊）」「HARU SAME（Spring Rain 春雨）」11 といった日本の伝統芸能
を題材とした舞踊レパートリーが演じられた。これらの演目を踊ったのが、伊藤道郎、テュール・ 
リンダール（Tulle Lindahl  生没年不明）、小森敏の 3 人であった。続く第 2 部では、英語能『TAMURA
（田村）』が上演された。伊藤道郎は、日本で能を学んだ経験を持つアイリーン・ルイソン（Irene 








一方、1919 年 2 月 23 日にニューヨークのスウェイン劇場で開催された舞踊リサイタル「DANCE 
RECITAL」の公演プログラム（図 7、8）は、西洋音楽の伴奏に合わせた洋舞の構成となっている。 
伊藤道郎は、フレデリック・ショパン（Frédéric François Chopin 1810 –1849）作曲「Fantasie- 
Impromptu」（幻想即興曲）、クロード・ドビュッシー（Claude Achille Debussy 1862 –1918）作曲「En 
Bateau」（小組曲 Ⅰ. 小舟にて）、さらにレオ・ドリーブ（Clément Philibert Léo Delibes 1836 –1891） 




この「Fantasie-Impromptu」、「En Bateau」、「Pizzicati」の 3 曲は、その後の舞踊リサイタルでも繰り
返し上演されており、伊藤道郎の舞踊作品を代表する舞踊レパートリーであるといえよう。




















音楽を学び、「とりで社」の活動を通してモーリス・メーテルリンク（Maurice Maeterlinck 1862 –






いる 15。この点に関しては、渡米直後の 1917 年から、バレエ・リュス出身のアドルフ・ボルム（Adolph 













は 1928 年にも認められ、「ビルマの寺院の踊り」「ジャワの踊り」「ペルシャの幻想」「サリ・ダンス 
（ヒンズーの曲）」「蓮の国」といった舞踊作品が、伊藤道郎門下の Helen Caldwell 氏によって記録
されている 18。このオリエンタル・ダンス（東洋舞踊）は、1919 年にニューヨークで伊藤道郎が 































で上演し、門下生にも指導していた。さらに 1930 年には著名な京劇俳優の梅蘭芳（Mei Lanfang 
1894 –1961）が米国公演を行っており 22、このことからも当時のオリエンタル・ダンス（東洋舞踊）







アーニー・パイル劇場（図 11、12）は、東京宝塚劇場を接収し、占領下の 1945 年 12 月 24 日から 

















憐の著書『アーニー・パイル劇場 ― GIを慰安したレヴューガール―』28 によって内部機構や日本
側の舞台製作の状況がある程度把握できる。この書籍の特徴は、1985 年に新橋演舞場で上演され







1945 年 9 月 8 日、接収後のアーニー・パイル劇場総支配人となるロバート・バーカー（Robert 





とスケジュール管理を行う 4 部署には占領軍側の兵士 2、3 名を派遣し、その下に日本側スタッフ
が所属するという内容であった。また劇場の改造と劇場運営費は日本政府（調達庁）が賠償金から
支払うことが決定しており、劇場の開場までに改装を完了させるよう言い渡された 29。1943 年、東
京の日比谷に開場し、戦火を逃れた東京宝塚劇場は接収され、第 8 軍特別事業部（The Eighth Army 
Special Service）の支配下に置かれることになった 30。
3–3　劇場の興行形態と日本側舞台製作部の演出家と振付師
次に、アーニー・パイル劇場の興行形態について確認する。2 月 24 日のアーニー・パイル劇場開
場に合わせて、GHQ 側の演出スタッフがニューヨークから招聘された。アーニー・パイル劇場の興






3 日、長くとも 10 日間程度であり、短いサイクルで新たな作品を製作する必要があった 32。
アーニー・パイル劇場には旧東京宝塚劇場の関係者が引き続き勤務していたこともあり、ステー
ジ・ショウ製作の実働部隊は、日本側舞台製作関係者であった。その現場を統率していたのが、 



























三橋蓮子、青山圭男、伊藤熹朔等は、1946 年 2 月から 1947 年 8 月までの約 1 年半の間に、13 作 
品のステージ・ショウを製作し上演した。これらの詳細は別稿に譲るが、斎藤憐によると日本側 
舞台関係者が製作した「出し物」すなわちステージ・ショウには、少なくとも 2 種類があったと 
いう 38。「洋物」と「和物」である。
日本側舞台製作関係者が関わった第 1 回公演「ファンタジー・ジャポニカ」（1946 年 3 月）および 
第 2 回公演「祭（フェスティバル）」（1946 年 9 月）は、いずれも「和物」と呼ばれるステージ・ 
ショウで日本の風俗や景観を題材にした内容であった。これらのステージ・ショウの舞台に出演 
したのが、1946 年 4 月に急遽結成された劇場専属舞踊団であった。舞踊経験者が少なかった舞踊団
の舞台出演に際し、初期の作品に「和物」が選ばれたことに関して、斎藤憐は「最初の一年はこう
した“和物”でなんとかつくろって、その間に“洋物”が上演できるようにレッスン時間を稼ごう






















が寸単位と細かく、1 作品にかける稽古の期間は異例の約 1 か月にも及ぶ点なども、伊藤道郎の舞
踊創作の特徴とみることができる。一般から募集した劇場専属舞踊団員は未経験者が多かった 41。
そのため、舞踊団創立直後の 1946 年から 1947 年にかけては、舞踊団全体の技量が揃うまで日劇や
松竹で舞台経験を積んだダンサー 42 を中心とし、未経験者は群舞に集中させるためのフォーメー
ションを多用する舞踊構成をとったことが推測できる（図 16、17）。米国滞在中に創設した舞踊ス







































り、日米スタッフの協力によって製作された歌劇『ミカド』（1946 年 8 月上演）のプログラムには、 




































（1923 –2014）の聞き書き 54 があり、ここにオーラル・ヒストリーとしての資料価値を見出すことが
可能である。以下、富樫鉄火氏がまとめた聞き書き「岩井直溥自伝」のアーニー・パイル劇場に関
連する箇所を引用しながら、事実関係を整理する。
1947 年 9 月 15 日、アーニー・パイル劇場の都合により専属舞踊団が解散となり、演出・振付の
三橋蓮子、青山圭男、西崎緑が退陣した。1948 年秋には、アーニー・パイル劇場の製作プロデュー
サーに劇場支配人のロバート・バーカーが就任した。岩井直溥は、1949 年から約 4 年間、紙恭輔が
指揮するアーニー・パイル専属オーケストラでトランペットを担当した。当時の上演は 1 週間単位
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soundpark/02_iwai_story/12.htm、http://bandpower.net/soundpark/02_iwai_story/013.htm（2020 年




2 に記載されている。大森盛太郎『日本の洋楽』2、新門出版社、1987 年、64 頁。






『Modern and Classic Japanese Pantomimes and 
Dances』プログラム
1918 年 4 月 6 日、PART I, PART II “TAMURA”、
ニューヨーク公立図書館パフォーミング・アーツ部門所蔵




『Modern and Classic Japanese Pantomimes and 
Dances』プログラム
1918 年 4 月 6 日、PART III、“THE DONKEY”、
ニューヨーク公立図書館パフォーミング・アーツ部門所蔵



























1919 年 2 月 23 日／ニューヨーク公立図書館パフォーミング・アーツ




1919 年 2 月 23 日／ニューヨーク公立図書館パフォーミング・アーツ
部門所蔵＊ MGZB「Ito, Michio, Program」
図 9
「イトウレサイタル」プログラム
1939 年 12 月 3-4 日、東京／軍人会館（筆者所蔵）
図 10
ニューヨークのタイムズ・スクエア劇場での舞踊リサイタル
『MICHIO ITO IN DANCE RECITAL』プログラムに描かれ
た伊藤道郎のオリエンタル・ダンス（東洋舞踊）
1927 年 5 月 15 日／ニューヨーク公立図書館パフォーミング・アーツ









An exterior view of the entrance to the famous Ernie Pyle 





Located in the heart of downtown Tokyo, Japan, the Ernie Pyle 
Theater, with a seating capacity of two thousand eight hundred 
and ten, presentes the latest in stateside entertainment, free of 
charge to all military occupational personnel.
Here audience enjoys music of the famous Russian “Don 
Cossak Chorusˮ.

























2011 年 5 月 13 日－ 6 月 19 日（会期）、67 頁より転載
図 19
「スノー・クイーン・ファンタジー」（1948 年）の舞台装置原画
『表象とかたち―伊藤熹朔と昭和の舞台美術』展図録、早稲田大学坪内博士記念演劇博物館、2011 年 5 月 13 日－ 6 月 19 日（会期）、
67 頁より転載
図11から図14までと図17の画像は、米国国立公文書館所蔵「占領期日本関係資料、RG111 “Records of the Office of the Chief Signal Officerˮ, 
Photographs : Signal Corps U.S. ARMY, Photographs of American Activity, 1900 – 1981」の写真記録を、筆者が撮影し掲載したものである。
